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住民運営通いの場

　(週１回のいきいき百歳体操)）

　1３２か所　約1600名
ふれあい・
いきいき
サロン
172か所

基幹型集いの場

 住民主体の介護予防

            １.地域包括ケアシステムの姿     資料３

地域見守り支え合い活動

地域づくりによる介護予防推進支援モデル事業 H26～

もやいネット 　　土台としての
　　地域力の強化

 H29改正社会福祉法
  （地域力の強化）
 H26改正介護保険法
  （住民主体）

在宅医療の推進

介護サービスの
充実強化

居住の安定

連携

あ･うんネット周南
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２.「もやいネット」とは
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３.もやいネットセンター相談実績

住宅・住まいの相談　382件の内

　居住支援に関するもの　34件

住宅・住まい
　　382
　　9％

4,118件
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４.入居相談 例
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５.地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制
高齢者

地域包括ケアシステム
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６.重層的支援体制整備事業

①どこでも受け止める　【断らない相談】

 ●福祉部門に相談に来られる方は何かしら困り事をお持ちです。

  「何にお困りか」しっかりお聴きします。

●「相談内容の中に隠れている問題・課題を汲み取る」

　気づきの意識を高めます。（感度）

●市民の方がどこの所属・窓口に相談しても、まずは、市民の方

に寄り添い、しっかり受け止め、関係部署・機関が連携した

 相談支援を行います。

●相談案件については、上司等への報告・連絡・相談など、

 部署内での共有が基本となります。
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